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新しい価値を創造するための
数学的に考える力を伸ばす授業実践に関する研究
~第6学年 比とその利用を思考・表現する場面を通して~
. 研究の要約 .一一.一--一一. --一一.一--一一. --一一.一--一一.一--一一.一--一一.一 fi芳事芳豆.一~芳it*i 文部科学省(位2015ω)は，次期学習指導要領に向けて『他者と協働しながら，新しい i
j価値を倉創リ造するための力を育成することJを目的として掲げている。その中で，教
a科を横断する汎用的なスキル(論理的な思考など)から各内容を見直すことも検討
されている。しかし，論理的な思考をスキルとして確実に身につける効果的な授業
実践事例は少ないと考える。本稿では，第6学年「等しい比の利用」の授業実践事
例から，意識的に既有の学習と結び付けて思考することや協働的に考えを振り返る
ことで論理的に考える力を身に付ける児童の姿があるか質的研究を目的としたも
のである。その結果， r等しい比の性質Jや f等しい比は比の値が等しくなる。Jと
いった解決方法の中にある根拠を明確にしながら伝え合って考えることができた。
また，児童のまとめには，知識を問題解決の根拠として捉え直す姿が見られ，既有
の学習から新しい価値を見出すことができた。そのため，このような実践は児童が
論理的に思考し，新しい価値を生み出すといった示唆が得られた。.
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1. はじめに
文部科学省(2015)は次期学習指導要領改訂
に向けて，育成すべき資質・能力を踏まえた
教育目標・内容と評価の在り方について検討
を行った。その中で， r自立した人格をもっ
人聞として，他者と協働しながら，新しい価
値を創造するための力を育成するJことを目
的として掲げている。
現行の学習指導要領(2008年改訂)では，確
かな学力・豊かな心・健やかな体の調和を重
視した「生きる力Jを育成するために，学習
活動の場では基礎的・基本的な知識・技能を
基盤とした思考力・判断力・表現カの育成が
求められてきた。これは，高度情報化社会や
グローパル化の中での求められる人材やOE
CD(経済協力開発機構)のPISA調査にお
ける課題を意識した個々の資質・能力であっ
た。
これらを比較すると，次の学習指導要領は，
*倉敷市立倉敷東小学校
児童が他者と相互の関係において発揮する資
質・能力がより一層求められると考える。
また，文部科学省 (2015)は，現行の学習
指導要領が各教科の内容中心の構成であった
ために，学校現場において学力が知識理解に
とどまり，それらを活用とした技能や思考力
に発展してないこと，資質・能力を育成する
ために教育目標・内容と評価を一体として捉
えることができていないことを課題として指
摘している。そのため，教科等を有横断する汎
用的なスキル(コンピテンシー)の観点から
学習指導要領を見直し，現行の学習評価にパ
フォーマンス評価を加えるなどが検討されて
いる。
これらのことから，今後の教育現場で求め
られる授業実践とは，児童の教科学習内容に
留まるだけでなく，育成すべき資質・能力を
目指して汎用的なスキルを児童に身に付けさ
せていかなければならない.
そこで，本稿は児童が授業内において汎用
的スキルをどのように伸ばし評価することが
??
できるのか，質的に研究することを目的とす
る。
2. 育てるべき能力から身につけるべきスキ
ノレへの転換
国立教育政策研究所(2013)は「思考力(問
題解決・発見力・想像力，論理的・批判的思
考力，メタ認知・適応的学習力)を中核とし
て，それを支える基礎カ(言語的スキル，数
量スキル，情報スキノレ)，その使い方を方向付
ける実践カ(自律的活動力，人間関係形成カ，
社会参画力，持続可能な未来への責任)とい
う三層情造で構成される 21世紀型能力を提
案している。」
これを踏まえて，文部科学省(2015)によると
今後の育成すべき資質・能力の例として挙げ
ているのは， r主体性・自律性に関わる力・対
人関係能力・課題解決カ・学びに向かうカ・
情報活用能力・グローパル化に対応するカ・
持続可能な社会づくりに関するカJである。
また，この資質・能力を育てるために，今
後の学習指導要領で取り入れていく視点の一
つに挙げているのは以下の視点である。
「教科を横断する汎用的なスキル(コン
ピテンシー)等に関わるもの
①認知的 ・社会的・情意的な汎用的スキル
等としては，例えば，問題解決，論理的
思考，意欲など
②メタ認知(自己調整や内省，批判的思考
等を可能にするもの)J 
この動向から考えると，以前までは思考力の
一端として扱われてきた問題解決や論理的思
考カ・批判的思考カ・メタ認知は汎用的なス
キルとして取り上げられていることである
これは，思考カを児童が身に付けるべきスキ
ルとして扱われるようになってきたためだと
考える。そのため，能力として伸ばすだけで
なく，確実に使えるスキルとして児童に身に
付けさせていかなければならない。
ただし，伊藤(1977)の「考える力」を育て
るということは，知識を習得したとか，内容
を理解したということと同一ではないのであ
る。Jと指摘するように，文部科学省が対象と
する汎用的スキルもまた児童が自ら倉リりあげ
るべきものでなければならないと考える。つ
まり，思考スキルを既成の方法として知るの
ではなく，学習体験の中で児童が体験的に使
うことで身につけていかなければならない。
そのため，教師は，児童が汎用的スキルを
身に付けるための授業展開や学習の場を明確
にするとともに，それを実践していかなけれ
ばならない。
3. 数学的に考える力
( 1 )今後求められる資質・能力と数学的に
考える力
文部科学省(2015)が次期学習指導要領で
目的とする「新しい価値を創造するための
カの育成」や「汎用的なスキル(問題解決・
論理的な思考)Jは，特に算数科の数学的な考
え方や数学的に考える力として長年扱われて
きたと考える。
戦後，教育課程の改訂が行われてきたが，
昭和43年の改訂から時代や社会の中で求めら
れる「基礎的な能力の開発」を取り入れたも
のになった。この現代化の流れは数学教育に
も取り入れられ，新しい概念や数学的な考え
方が取り入れられるようになった。その中で，
伊藤(1977)は「算数においては，統合的・発展
的に考察し，処理する場合にその方向付けと
して，より簡潔，より明確，より統合的に価
値を認めてする創造的な頭の使い方Jを数学
的な考え方としている。
また，清水(2015)は，中教審答申の特定調
査課題(2003.10)から「算数科では『発展的・
創造的に考えること』及び，それらの過程で
重要な働きをする『論理的に考えること ~J が
資質や能力の調査対象とされ，平成 15年度
??
以降の全国学力状況調査のB問題作成枠組に
反映されていることを示し，これが数学的に
考えるカの要素であるとしている。
これらのことからわかるように，次期学習
指導要領のねらいや汎用的スキルは，数学的
な考え方や数学的に考えるカを伸ばすことと
密接に関係していると考える。
そこで，新しい価値を創造するための力や
汎用的なスキルを身に付けさせるために，算
数科において数学的に考える力を伸ばしてい
きたい。
(2) 問題解決型学習における線題
数学的に考える力を伸ばすために，問題解
決型学習が多くの授業で取り入れられている
が，児童の課題を捉えて，実践研究をしてい
かなければならないと考える。そこで，筆者
が考える問題解決型学習の課題の一部は以下
のようなものである。
①学力の二極化における共通の眼題
現代の児童の課題として挙げられること
は，学力の二極化であるが，実際の児童には
共通の課題があると考える。
学力の低い児童は，新しい問題を解こうと
するときに，何から手をつけたらいいかわか
らないという姿がある。また，一般的に学力
が高いとされる児童は，問題解決の方法を今
までやったものと閉じように解けない場合は，
手がとまる姿がある。
どちらにも共通するのが，根拠を基にして
考えないことであると考える。そのため，知
らない問題の状況や複雑な問題にはどのよう
に考えを進めていいのか分からないといいっ
た課題が出てくると考える。
②高学年における課題
ブルーナー(1977)は児童の把握段階を「な
すことによって理解する『行動的把握~.視覚
によって理解する『映像的把握』数式や言葉
によって把握する『記号的把握』がある。Jと
している。
しかし，高学年になると抽象的な問題が増
え，具体的な物を操作することによって把握
する行動的把握の場面が難しい。高学年の問
題解決型学習は，低学年の時と状況が異なり
多くの児童が苦手とする要因だと考える。
問題解決型学習を行う上で，本稿では，こ
れらの課題を踏まえて授業の展開や工夫を考
えていきたい。
4. 数学的な力を伸ばすための授業実践
( 1 )単元名 第6学年「比とその利用J
(2) 指導計画(全10時間)
第 1次比とその値
第1時割合の考え方と結び付け
て，比の意味と表し方を理
解する。
第2時割合の考え方をもとにし
た比の値の求め方を考え
る。
第 2次等しい比
第 1時等しい比の意味を知り，
等しい比の性質について
考える。
第2時等しい比の性質を使って
簡単な比にする方法を考
える。
第3時整数の比を簡単な比にす
る方法を使って，小数の
や分数の比をかんたんな
比にする方法を考える。
第4時練習問題を解く。
第 3次比を使った問題
第1時 比の一方の数量を求める
方法を考える。
第2時 等しい比の時，比の値や等
しい比の性質を使って比
の一方の数量を求める方
法を考える。 【本時】
第3時 線分図を使って，全体の数
量をきまった比に分ける
方法を考える。
? ?
第4時 比の意味や性質について
のまとめる。
( 3 )児童の既有の学習経験と本時の目標
本時までに児童は，第2次「等しい比J
で，比の値が等しいことや等しい2つの
比の性質について学習してきている。そ
の学習知識を使って一方の数量を求め
る方法を考えることで，他者と協働的・
論理的に思考し，二つの数量の関係につ
いての考えを深化・発展させることがで
きるようにする。
(4) W比とその利用』における数学的に
考える力を伸ばすための授業づくり
の工夫
汎用的なスキルである論理的な思考
を学習の中で身につけさせるために，等
しい比の学習では，以下のような指導方
法を意識して授業実践を行った。
①等しい比の場面を問題解決的に担う
等しい比の学習では，あらかじめ 2つの等
しい比を提示し，等しい比を比べてみること
で意味合いを理解し(以下の②)，等しい比
にはどんな関係があるか性質を学習 (O)し
ている。
② 比の値が同じになるという等しい比
の意味
40 50 40+50 =4/5 
120:150120+150=4/5 
2つの比で，それぞれの比が等しいとき.
2つの比は等しいといいます。
@ 等しい2つの比の関係
a: bの両方の数に閉じ数をかけたり，両
方の数を同じ数でわったりしてできる比は，
すべて a: bに等しくなります。
しかし，第2次「等しい比」の学習だけ
では，等しい比の知識や数によるシンボリッ
クな操作しか行えず，問題解決場面に活用す
ることができないと考える。
そのため，本時は第3次「比を使った問題J
の第2時に，等しい比が成り立つ場合の問題
として扱い，協働的・論理的に思考させるこ
とで，知識・技能の定着を図るとともに，数
学的に考えるカを身に付けさせていきたい。
②情景図を描かせることで，児童が視覚的
に考えを進めることができるようにする。
問題を提示した後，児童にすぐに問題解決
を行わせると，何から行っていいのかわから
ずに解決方法に見当がつかない児童の姿や，
解決方法に見当がついても論理的に思考する
ことができない児童の姿が見られる。そこで，
全体の場で問題文から情景図にさせることで
視覚的に考えを進めることができるようにす
る。
③知機の利用を意織させるめあてづくり
論理的に思考するためには，考えの根拠と
結びつけてし、かなければならない。
そのため，本時のめあてに「等しい比を使
って」といった，児童が考えを進めていく中
にも条件をつけることで知識の活用を促すよ
うにした。
I ~~-C 
I r等川を使って木の高さを求める
方法を考えて説明しよう。J
④問題解決の方法を反省的に振り返る
児童には論理的な思考をさせるために，根
拠や筋道を明確にさせていきたい。そこで，
問題解決を行ったあと，個々では説明文を書
かせることで自分の考えを振り返る。また，
全体の場では，根拠や筋道を問いかけ，考え
について検討する。
そのためには，論理的に思考した場合の児
童の姿を想定し，その姿を求めて教師が問い
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かけたり関わったりする必要があると考える。
本時の問題では，等しい比の学習から考える
と，等しい比の性質を利用した求め方と比の
値を利用した求め方の2種類を想定できる。
I 等しい比の性質を利用した求め方
まず，棒:棒の影と木の高さ:木の
影は同じ時に測ったから等しい比にな
る。
次に，等しい比の両方に掛けたり，
わったりしてつくることができる(等
しい比の性質)から，両方に掛けるた
めに影が何倍になっているかを出
す。 240+40=6
さいごに，棒の影と木の影は6倍
の関係が成り立つから，様の高さに
6倍する。 50X6=300
答え 300cm 
E 等しい比の意味を利用した求め方
まず，棒:俸の影と木の高さ:木の
影は同じ時に測ったから等しい比にな
る。
次に，等しい比は，比の値が等しい
(比の値)から，比の値を出すと，
50+40=5/4 
さいごに，木の高さ木の影も同じ
比の値になるから
木の影X5/4 =木の高さ になるか
ら，240X5/4=300
答え 300cm 
このような考えを児童が論理的に思考した
姿として捉え，全体の場で根拠や筋道を明ら
かにしていくことで論理的な考えを身に付け
させていきたい。
(5) 本時の展開
【問題の内容を情景図にすることで視覚
を通して考えようとする場面】
問題文
50cmの棒をまっすぐ立てた時，かげの
長さは40cmでした。この時，かげの長さ
が240cmの木の高さは何 cmでしょう
か。
問題文を読んだ後，シンプルな図にするこ
とを促した。
また，一人の児童に自分の考えた図を黒板
にかかせて，続きを全体で考えることで，問
題文の状況理解を視覚的に捉えさせるととも
に，図から数量関係に着目することができる
ように話し合うことで，問題解決の見通しを
共有した。
T この問題の様子を，簡単な絵にかいてみ
ましょう。
C 1まっすぐな棒を描いて，影がこれになる
からこんな感じです。
T じゃあ，この図に長さがわかるようにか
いてみて。
C2棒の長さが50cmで，影が40cmだ
から，棒の方に 50cmで，影が40c 
mになります。
T じゃあ，この続きを描いてくれる人。見
ている人は何か気づいたことを言って
ね。
? ?
【図1 C3 問題内容を図にする児童】
C 3 rこの時Jなので，この図の横に木とか
げを描きます。かげは分かっているので，
同じように240cmですが，木の高さ
はわからないので適当な長さで描い
て?c mと描きます。
C4棒とそのかげの時と木とその影の時では
描く順番が違いました。
C5比にすると，はてなの部分を四角にして
棒と影，木と影になります。
C6同時なので，木の高さを横に描くだけで
なく，習った『等しい比』が成り立っと
思います。
C9等しい比を使って，木の高さを求める方
法を考えて説明しよう。
【問題解決の考えを全体の場で反省的に振
り返る揚面1
予想した考え方をしていた児童に当て，
全体で考えを明らかにしようとすること
で協働的・反省的に考えを振り返った。こ
こでは，初めの児童に自分の考えを書かせ，
二人目から説明をさせた。
T これからC10君に自分の考えを黒板に
途中まで書いてもらいます。ただし. C君
の考えをみんなが納得するように，付け加
えや説明を考えてみましょう。
C7等しい比の時には，両方とも数がわかっ 【図2 C10 考えを途中まで書く児童】
ていたけど，今回は一つ数がわかりませ
ん。だけど.r等しい比Jの関係、を使え C10 黒板に自分の考えを途中まで書く。
ば問題が解けると思います。 C11 C 10君がかいた50:40と
【児童の気付きから，知識の利用を意識さ
せるめあてをつくる場面】
T そうかあ。「等しい比jってことがなんだ
か使えそうなんだね。じゃあ，今日は特
に「等しい比j に気をつけてめあてをつ
くるとどんなめあてになる?
C8等しい比の学習を思いだして，問題を
解こう。
T もっと詳しく言うと?
口:240の二つの比は等しい比
から. 40を6倍にすると 240
になる。閉じように50も6傍にす
ると 300になる。だから，これに
付け加えるとすると.50X6=3
00 
C12 C (10)君の6は.240+40=
6なので，この式がここに必要にな
ると思います。
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T C君や多くの人がこの6求めていた
けど，なんで皆はこの6を求めたんで
すか。隣や周りの人と話合ってみまし
ょフ。
C13 等しい比の時には，両方を閉じ数で
かけたりわったりすることができる
から。
C14 同じやり方を「等しい比Jの時にや
ったことがあるから。
T 最初の図で言うと，どんな説明になる
かな。
C15 この図で言うと，木の影が棒の影の6
倍になるから倍の関係が棒と木の関係
にも当てはまるはずだから，その関係
を知るために， 6倍で出した。
T なるほどね，じゃあ，初めからまとめ
て言うとどうなりますか。
C16 この比は閉じ時なので等しい比を考
えました。等しい比が成り立つ時は，
両方にかけたりわったりすることがで
きるから， 240+40をして， 6倍
を出します。これは，棒と木の高さに
も当てはまるから， 50X6=300
になります。答えは， 300cmです。
T これで誰が聞いても納得する答えほど
詳しく考えましたね。では，もう一つ
の人の考えはどのように考えたと思い
ますか。
C 17 比の値です。
C18 等しい比の時には比の値が同じにな
るので，だから比の値を出しました。
C 19 等しい比の時には，比の値が等しくな
るから，比の値が出せる50:40から
50+40=5/4 になる。木と木の影
の比の値と閉じだからこの 5/4の比の
値を使うと 240X 5/4= 300 になる。
5. 考察
本研究では，第6学年「比とその利用jの
単元において，数学的に考える力を伸ばし，
児童が新たな価値を創造することができるか
授業実践した。
まず，問題文から情景図に描かせたことは，
C6やC7の児童の発言からわかるように，
問題解決の見通しである『等しい比』の状況
を捉えた発言であり，他の児童も共有するこ
とができていた。
【図4 視覚的に数量関係を捉える児童1
また，児童のノートを見ると，図4の児童
のように，図に矢印や数量関係を描き込み，
比の意味合いを理解しながら考えを進めるこ
とができた児童もいた。
このことから，問題解決の前に，視覚的に
一7-
問題内容を捉えられる図を全体で共有するこ
とは有効であったと考える。
次に，本時では，めあてに「等しい比を使
うことj を条件づけることで，知識の利用を
意識づけた。児童は等しい比の時に学習した
内容を思いだして活用しようとする姿が多く
見られた。また，何を学習したか思い出せな
い児童は，等しい比の学習内容を振り返る姿
が見られた。児童の考えが限定的になってし
まったことは課題であると思うが，授業の中
で多くの児童が既有の学習を基に考えること
ができることは成果があったと考える。
最後に，考えを全体の場で反省的に振り返
ったことは，根拠を明らかにして論理的に考
えさせることができたと考える。
なぜなら，自力解決時に根拠になる部分を
尋ねると同じようにやったと発言する児童の
方が多く，既習の方法に視点があった。
しかし，全体の場で r6 jや「比の値Jを
なぜ求めようとしたのかといった具体的に問
いかけて話し合わせると，既習の知識を他者
と明確にして共有することができた。その結
果，解決方法をまとめて説明した児童は，根
拠となる部分を取り入れて説明するこができ
たと考える。
I図5 自由記述させた児童のまとめ1
また，図5の児童のノートに見られるよう
に，児童は等しい比の性質や比の値を問題解
決方法の根拠として捉えている。これは，等
しい比の知識として知っているだけに留まる
だけでなく，使うための知識として児童の意
識が向いている例だと考える。
そのため，このまとめをした児童は，学習
した知識を問題解決に活用するための知識と
して考えを深化・発展させ，既有の学習から
新しい価値を見出すことができたと考えるこ
とができる。
6. おわりに
6年生の「比とその利用Jの授業実践で
は，児童が算数で学習した知識を使って論
理的に思考しj知識を問題解決の根拠とし
て扱おうJとする新しい価値を協働的に見
出せたと考える。しかし，児童にとって一
過性のものにならないように引き続き授業
実践し， 日々の授業の中で数学的に考える
カを伸ばすとともに，他の教科に通じるこ
とができるような汎用的スキルを身につけ
させ，児童にとって新しい価値を創造させ
ていきたし、。
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